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［目的］頚椎症性脊髄症のMRIにおいて画像所見
と臨床症状とを比較検討し、その有用性について
考察した。
［対象および方法］1987年から1996年の間、
当科ならびに関連病院で加療した圧迫性頚髄症の
うちMRIを撮像した110例（男76例、女34例）
を対象とした。その内訳は頚椎後縦靭帯骨化症（以
下OPLL）74例、頚椎症（以下CSM）36例で、
MR画像における脊髄圧迫因子、脊髄の形態や信
号強度、さらには硬膜外静脈叢の変化に注目し、
臨床症状の評価は日三会頚髄症治療成績判定基準
（以下JOA　score）、平林法による改善率を用
いて判定した。
［結果］CSMにおけるMR画像上の脊髄圧迫因子
は、骨棘や椎間板による前方からの圧迫、椎弓や
黄色靱帯による後方からの圧迫が主であり、
OPLLでは骨化巣自体の圧迫がこれらに加わった。
脊髄の形態では、術前のMRI矢状断面像による脊
髄圧迫程度と臨床症状との間に有意の相関を認め
た。また最大圧迫高位における術前後の脊髄の圧
迫程度の変化と臨床症状の改善度との間にも相関
を認めた。脊髄の信号強度の検討では、脊髄圧迫
部においてT1強調画像で二信号やT2強調画像で
高信号を呈した症例は術後の改善率が低く、脊髄
の不可逆性並びに可逆性の変性を描出しているこ
とが示唆された、，硬膜外静脈叢の所見は静脈叢の
圧迫状態、血流の速度の変化やうっ滞像等を描出
しているものと考えられ、脊髄の循環不全による
機能障害を示唆する重要な所見であった。
　［結語］MRIは圧迫性脊髄症において、脊髄の圧
迫病態と脊髄の質的変化を無侵襲に画像化するこ
とができ、術前診断、術後成績の予測や経過観察
において有用な画像診断法である。
今後、動的因子の解析や画質の向上が望まれると
ころである。
【緒言】腰椎椎間板ヘルニアの画像診断に際し
MRIは有用であるが、脱出型ヘルニアの中で腫瘍
像を呈するものがあり、その鑑別に苦慮する場合
がある。今回我々はMRIにおいて硬膜外腫瘍を疑
わせた腰椎椎間板ヘルニアの5症例を経験したの
で若干の文献的考察を加え報告する。
【対象】症例は平成3年より平成8年までに当科
にて腰痛及び下肢痛を主訴に来院した5例（男・4
例、女1例）で、いずれもMRIにて椎体後縁に腫
瘍像を呈し入院精査加療となった。年齢は39歳か
ら68歳、平均55．8歳で、経過観察期間は7カ月か
ら5年1カ月、平均2年3カ月である。
【結果】罹患高位はL1／2椎間1例、　L　2／3
椎間1例、L4椎体1例、　L　4／5椎間1例、　L
5／S1椎間1例でいずれも硬膜管を腹側より圧
排していた。MRI像では全例でT1で10wからiso、
T2でisoからhigh　intensityを呈し、硬膜外腫瘍も
疑う所見を認めた。造影MRIのTl像にて5例中
4例にmass周囲のリング状のenhance像を認めた。
保存的加療に抵抗性の3例に手術を施行した。手
術所見は2例がSequestrationタイプ、1例がSub－
ligamentous　Extrusionタイプのヘルニアであった。
摘出したヘルニアの病理組織はリンパ球を主体と
した多数の細胞浸潤を認あ、その中にMacrQfage
も散見されヘルニアの三食過程が認められた。
【考察】馬尾腫瘍は概してT1で】Owからiso、　T
2でiSQからhighを呈し、今回のヘルニアとの質
的診断は困難であったが、造影MRIではほとんど
の腫瘍は均一にGnhanceれさるがヘルニア症例で
はリング状にenhanceされることが両者との鑑別
となり得た。
【まとめ】脱出型ヘルニアに対して造影MRIはヘ
ルニア周囲にenhance効果を呈し腫瘍との鑑別に
有用であった。
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